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英語講評� �� �
難易度：やや難化　分量：平年並　一次通過ライン：80%　正規合格ライン：85%
昨年度に大幅に変更された出題形式をほぼ踏襲した内容であった。しかしながら文法・語法問題ではス
ラングが多用されていわゆる受験英語とは一線を画す出題である一方で、長文読解や自由英作文の内容自
体は平易であることから、本大学は英語という教科に思考力は要求せず、単に「使える力」があれば十分
だと考えているのかもしれない。これは 2年前までの出題形式とまさに正反対の方向を向いているのだ
が、これが吉と出るのか凶と出るのか、大学側には詳細な追跡調査を願いたいものである。単に帰国子女
だけを優遇するような制度が上手く行っている大学の話は聞かないので、大変興味がある。
なお、長文問題で出題された「肥満」に関する医学論文は、AMS直前講座で扱ったばかりである「肥満」
に関する長文と語彙等が非常に似通っており、出題予想テーマが的中した。また、AMS直前講座で予想
した自由英作文テーマは「大学で何をしたいか。その理由」であったが、かなり似通った出題だったと言
えることから、AMS生は余裕を持って英作文に取り組めたはずである。� �

SECTION 1

1. d (through)【look through = examine】
2. e (whereas)【空所には接続詞が必要。whereasは《対照の while》と同意だが、もっと堅い】
3. e (vaccination)【主語が wayで、空所には補語となる名詞が必要。】
4. c (ten being the worst pain)【挿入句的になるので独立分詞構文となる。】
5. e (times ten to the ninth power)【「15× 10の 9乗（15 ˆ 109）」】
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SECTION 2

1. a（→ Increasing）【“Increase”は amountsを修飾しないといけないので分詞にする。「量・が増える」ので
現在分詞。】

2. e（→ kilograms）【単位（kilogram, meterなど）は名詞は複数形になる】
3. e（→ a runny）【症状としての鼻水は a runny noseで十分】
4. d（→ substantial）【副詞ではなく、形容詞が必要】
5. d（→ and increase）【deepen understandingと increase sensitivityが並列になる。】

SECTION 3

1. d【a show of hands「（賛美を問う）挙手」】
2. a【To make a long story short「長い話を短くまとめると」「かいつまんで言うと」】
3. a【save O for a rainy day「雨の日に備える」つまり「まさかのときのために備える」となる。】
4. a【What’s the catch?「（話が良すぎる申し出に対して）何が問題だろう？」catchは「罠」「落とし穴」の
意味。】

5. d【wet behind the ears「くちばしが黄色い」つまり「若くて未経験」ということ。子供が耳の後ろをふ
かないことからこの言い回しをするらしい。】

SECTION 4

1. c【be into「～に熱中している」「～にハマっている」】
2. b【Orvilleの最後のセリフは「手を貸したらパーティに入ってもいいってことだよな？」】
3. c【can’t wait toV「toVが待ちきれない」「toVしたくてうずうずしている」】
4. a【Shannonの言う “break”とはもちろん coffee breakの breakと同じ。】
5. c【会話問題では、一人のセリフをずっと追ってみると内容が理解しやすいことがある。今回は、Kelly
の 2つのセリフをつなげて解釈すると、彼女の言いたいことは理解しやすいだろう。】

( page 2 of 4 )
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SECTION 5

1. d【2¶の 4文目にある “it”の内容把握が求められるが、直後のセリフにその具体化がある。】
2. d【2¶の 2文目から 3文目にかけてに対応する。】
3. e【knifeのような、ということは「鋭い痛み」である。burning painは「焼けるような（ひりひりする）
痛み」】

4. a【aか bかで迷うかもしれないが、数日間起き上がれず、無理に起き上がろうとしたら倒れてしまった
という日に “I must be getting old.”と言っているわけで、これは「年のせいかしら」と冗談めかしたセ
リフではなく、本当はもっと深刻な事態なのを言葉だけでも軽く見せたいという思いがそう言わせたと
考える方が自然だろう。直前数日間の状況が、一番の根拠となるだろうか。】

5. e【本文から容易に読み取れるだろう。】

SECTION 6

1. a【1¶1文目の内容に合致。】
2. b【1¶の内容は、「コマーシャルの入ったテレビ番組を見ている子どもはのちに肥満になる」というこ
とであり、2¶には「テレビを見れば見るほど多くのコマーシャルを見ることになり、ジャンクフードの
コマーシャルもそれだけ見る」とある。】

3. c【6¶に血液中の脂肪分や糖分に悪影響がある、ということが述べられている。なお、インスリンが血
糖値のコントロールにかかわる、ということは医学部受験生にとっては常識だろう。】

4. d【前のパラグラフ（5¶）の 3文目の後半にある。】
5. e

SECTION 7

1 alive 2 audience 3 education 4 emphasize 5 separate
6 explanation 7 fail 8 frustrated 9 general 10 knowledge

SECTION 8

• I believe a good student should have a motivation for study. Without the mind that they want to study hard

( page 3 of 4 )
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and show the willingness, studying can be a waste of time and it also affects negatively on other students.
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